
































































































































































































































































































































































































































































( 1 ) 厚生省高齢者介護対策本部事務局監修『新たな高齢者介護システムの確立につ
いてー老人保健福祉審議会中間報告-Jぎょうせい， 1995年， p.l0. 




































のポランティアj岩波書店， 1994年， pp.60-63，および金子 勇『高齢化社会何が
どう変わるかJ(諦談社現代新書 1236)，1994年， pp.20-29，がある。併せて参照さ
れたい
( 8 ) 誤解を招かないように補足をしておくならば，だからといって，われわれが直
ちに従来のいわゆる「日本型福祉社会論J者の立場をとるものではないというこで
ある。この点については，前掲拙稿「わが国における fノーマライゼーションjを
めぐる議論に関する一考察jを参照されたい。
(9 ) このような「福祉のまちづくりj政策の理解あり方については，明示的ではな
いにせよ，前掲『地域福祉jのpp.194-196，においてもみることができる。
(10) この点に関する政策課題解決のための具体的な取り組み方の一例として，最近
保健政策の分野においてプレーク・スルー思考と呼ばれる注目すべき問題解決のた
めのアプローチが盛んに取り上げられている。プレーク・スルー思考そのものにつ
30 
いては，例えば， G.ナドラー/日比野省三 fプレークスルー思考』ダイヤモンド社，
1991年や日比野省三・栂原拓『プレークスルー』締談社， 1994年等を参照された
t.l。
